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論 文 内 容 の 要 旨 

 現在では、発がん性や長期暴露による慢性毒性が懸念される、微量有害化学物質の定量法の確立と環境中挙動につ

いての知見が求められている。本研究は、固相捕集と質量分析を主たる手段として、これらの要求に応え、リスク評

価など環境汚染に対して有効な対策を立てる基礎資料を示すべく行ったものである。 

 第１章では、緒言として、本研究の背景や本論文の構成について述べた。 

 第２章では、ダイオキシン生成の前駆物質と考えられるヘキサクロロベンゼンを含むクロロニトロベンゼン類及び

クロロベンゼン類の定量法を確立した。 

 第３章では、環境大気中のダイオキシン類の挙動につき、同族体構成や気象条件の検出値への影響等について明ら

かにした。また、環境大気中の PCB 調査についても述べた。 

 第４章では、使用量が多く、環境大気への排出が懸念される農薬クロロピクリンの定量法を確立した。 

 第５章では、大阪府の条例改正の際、新たに有害物質指定となったクロロニトロベンゼンの、排ガス中での分析法

を確立した。この方法を実排ガスヘも適用し、民間分析機関との分析法クロスチェックの結果も良好であった。 

 第６章では、クロロニトロベンゼン等のクロロベンゼン類をシリカゲルカラムでクリーンアップするときの挙動を

物性と関連付けて検討した。 

 第７章では、大阪府で適正な管理が必要とされる管理物質指定を受けていたフェニレンジアミンの排ガス中での分

析法を確立した。この方法を実排ガスヘも適用し、民間分析機関との分析法クロスチェックの結果も良好であった。 

 第８章では、悪臭防止法の改正により追加規制されることとなったアルデヒド類を含めて、ルーチン分析を迅速か

つ精度よく行える条件を検討した。 

 第９章では、大阪府見出川での赤水苦情に対応するため、ICP-MS を用いて、全量及び溶存態について微量元素の

河川中挙動を検討し、その挙動を３つに類型化することに成功した。 

 第 10 章では、既に特許公開したスギ・ヒノキ・米スギの二酸化窒素浄化能力につき、樹種による浄化機構の差異

を、それらの微量元素含有量の差異に求めた。 

 第 11 章では、本研究を総括し、今後の課題を述べた。 

 以上のように、本論文は、いくつかの微量有害化学物質の分析法を確立し、適切な環境濃度評価の方法論を示すこ

とに成功した。また、環境浄化技術への応用も試みている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 本論文は、リスク評価などの環境対策に資することを目的とし、固相捕集と質量分析を主たる手段として、ダイオ

キシン類をはじめとする微量有害化学物質の定量法の確立と環境中挙動に関する研究をまとめたもので、得られた主

な成果を要約すると次の通りである。 

１) 人体への健康影響や環境への長期残留が懸念される環境大気中のク口口ベンゼン類を固相捕集し、GC/MS への

導入に加熱脱着・低温濃縮装置を用いる汎用性の高い分析法を確立した。また、検出されたヘキサクロロベンゼ

ンのリスク評価を行っている。この成果は、クロロベンゼン類の標準分析法として広く用いられている。 

２) 環境大気中のダイオキシン類につき、同族体構成や定量値に与える気象条件の影響等を詳細に明らかにした。ま

た、環境大気中の PCB 調査結果についても述べた。この成果は、その後の POPs（残留性有機汚染物質）の環境

中挙動研究に多くの指針を与えている。 

３) 特に分析法の確立が遅れている排ガス中の有害化学物質のうち、クロロニトロベンゼンやフェニレンジアミンに

つき、排ガスの多量の水分の影響を考慮した汎用性の高い分析法を確立した。また、これらの方法は複数の分析

機関ともクロスチェックを行い、良好な結果を得たので、大阪府条例の公定法等として用いられている。 

４) 今後の環境試料の分析で、微量元素の一斉分析に効力を発揮すると思われる ICP-MS を用い、汚染河川中の微量

元素の挙動解明や、すでに報告している木材による二酸化窒素の浄化機能の解明に適用している。この成果は環

境分析や温泉科学など他分野への ICP-MS 法の普及にも影響を与えている。 

 以上のように、本論文は、環境汚染が懸念されるいくつかの微量有害化学物質の分析法を確立し、適切な環境濃度

評価の方法論を示すことに成功している。また、得られた基礎的成果を二酸化窒素の浄化へも展開しており、環境科

学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は、博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 




